
令和５年度 海津明誠高等学校学校運営協議会 会議実施報告書 
 
 
１ 会 議 名      海津明誠高等学校 学校運営協議会（第１回） 
 
２ 開催日時     令和５年６月１２日（月） １４：１５～１６：１５ 
 
３ 開催場所     岐阜県立海津明誠高等学校 大会議室 
 
４ 参 加 者  委 員 岡田  均（海津市商工会会長） 

杉野 照美（池辺こども園職員） 
水谷 初代（更生保護女性会高須地区支部長） 
宮脇 和義（ＪＡにしみの海津区域統括グループ長） 
金澤 恵子（同窓会） 
淺野 哲二（ＰＴＡ会長） 
渡辺 博邦（株式会社渡辺組 代表取締役） 
山田 千彩（介護老人保健施設はつらつ海津職員） 
岩田 三佳（海津市役所総務部企画財政課職員） 

        学 校 中村  豊 校長 
曽根 章好 教頭 
水野 裕子 教頭 
鈴木 尚己 事務長 
山田 富己 教務主任 
佐藤 圭司 進路指導主事 
竹中 初男 生徒指導主事代理 
水谷 浩也 健康教育部長 
中島 匡弘 商業科主任 
酒井 美也 生活産業科主任 

 
５ 会議の概要 
（１）学校長挨拶 
（２）学校運営協議会委員の委嘱と会長及び副会長の選出について 
  ・会長   淺野 哲二（ＰＴＡ会長） 

・副会長  杉野 照美（池辺こども園職員） 
（３）授業参観及び校内施設見学 
（４）生徒による学校紹介・説明 
（５）「令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画」について（学校説明） 
（６）委員からの主な意見・要望等 

質問１：学校経営計画の達成基準、数値目標として「遅刻５００回未満」とある。遅刻

５００回は多いと思うが、実際にあるのか。 

回答１：遅刻は後期増える傾向にある。昨年度まで特定の生徒が遅刻しており、５００

回は優に超えていた。今年度は、そうした生徒が少ないので達成できると見込

んでいる。 

 

質問２：「教育目標の重点」に「４ 部活動の充実」とある。部活動の加入率はどのくら

いか。 

回答２：手元に資料がないため明確な数値ではないが、６割程度である。生徒に理由を

尋ねると「中学校までにやりつくした。」「アルバイトをしたい。」などと答えて

いた。部活動の加入率の低下は、全県的な傾向である。中学校では部活動の地

域委託が進んでいる。学校によっては平日の活動時間が１６時から１６時半と

いうところもある。 

意見２：コロナ禍で中学時代を過ごした現在の高校１年生は部活動での体験が少ない。 

 



質問３：部員数が多い部活動はどこか。 

回答３：運動系では野球部が多い。文科系は商業部が２５名いる。 

 

質問４：今年度も定員を割っている。理由はどう考えているか。 

回答４：本校は海津市内出身の生徒が８割を超えているが、海津市の若年人口が減少し

ており、それが大きな要因ととらえている。羽島市・大垣市の比較的南にある

中学校への訪問を積極的に行っている。 

意見４：西濃地区のほかの高校も定員割れを起こしている。 

 

質問５：愛西市等、隣県からの入学はあるのか。 

回答５：ヨット部は県外募集をしている。基本的には岐阜県内の募集である。 

 

質問６：進学実績はどうか。 

回答６：毎年変化はあるが、大体普通科は１／３が４年制大学進学、１／３が短大・専

門学校、残りが就職、ビジネス情報科は進学・就職が半々、進学先は年によっ

て４年制大学が多い年と、専門学校が多い年がある。生活デザイン科は１／４

が進学で短大または専門学校が多い。残りは就職である。 

意見６：保護者は進路実績に対して関心が高い。もっとアピールするとよい。 

 

質問７：就職後、離職した場合、学校にも連絡は入るのか。 

回答７：連絡は入る。１年生から進路意識を高めるよう工夫をしている。 

 

意見８：発表をした生徒の一人は、いつも笑顔で挨拶してくれる。今日、発表している

姿を見られてうれしい。地元の生徒が通える地域の高校として存続してほしい。 

 

意見９：校内を見学し、授業の雰囲気が良い。少人数は生徒にとって良い環境で恵まれ

ていると感じた。野球部の生徒か、元気に挨拶してくれる生徒が多い。 

 

意見１０：１年生の１クラス１０人での授業は手厚いと感じた。 

 

意見１１：本校の特色を生かして楽しい高校生活が送れるようにしていってほしい。 

 

意見１２：「部活動の充実」に関するところでぜひ「忍耐力」を加えてほしい。 

 

意見１３：海津市は企業との提携も行っている。市として役に立てることがあれば提案

してほしい。 

 

 

６ 会議のまとめ 

・本校の「令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画」について、概ね了承をいただいた。

本日の会議の意見等を今後の学校運営に生かしていきたい。  


